平成２２年第４回上毛町議会定例会会議録
（１日目）
招集の場所　　上毛町議会議場

開閉会日時及び宣言

平成２２年１２月７日　午前１０時００分

───────────────────────────────

○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員
出席議員（１４名）

　１番　高畑広視　　２番　宮崎昌宗　　３番　峯　新一　　４番　三田敏和

　５番　安元慶彦　　６番　大山　晃　　７番　中　　宏　　８番　増矢年克
　９番　茂呂孝志　１０番　古野啓藏　１１番　福島文博　１２番　亀頭寿太郎
　１３番　坪根秀介　１４番　村上正弘

───────────────────────────────

○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名

　町長　鶴田忠良・　教育長　百留隆男・　副町長　奥野勝利

　会計管理者　廣﨑誠治・　総務課長　矢野洋一
　企画情報課長　尾崎幸光・　税務課長　福田正晴・　住民課長　福本豊彦
　健康福祉課長　坪根勝磨・　産業振興課長　川口　彰

　建設課長　古原典幸・　総合窓口課長　末松克美・　教務課長　岡崎　浩
　総務係長　永野英憲

───────────────────────────────

○職務のため本会議に出席した者の職氏名

議会事務局長　中　　豊
○議事日程

平成２２年第４回定例会議事日程（１日目）
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日程第　９　発議第　５号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例について
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○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２２年第４回上毛町議会定例会を開催します。
　本日の会議を開く前に、皆様方に御報告をいたします。平成２２年１０月１５日に開催されました町村議会議員に対する総務大臣感謝状贈呈式におきまして、亀頭議員が町村議会議員として３５年以上在職し、地方自治の発展に顕著な功労があったと認められ、総務大臣より感謝状が贈呈されました。亀頭議員、受賞まことにおめでとうございます。以上で報告を終わります。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に運営資料として配付しておりますのでごらんください。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、１０番　古野議員、１１番　福島議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　お手元の運営資料をごらんください。

　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いしたところ、１２月３日に運営委員会を開催していただき、今期定例会の会期を本日から１７日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は議会運営委員会の答申のとおり、本日から１７日までの１１日間といたしたいと思います。異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１７日までの１１日間とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本定例会に提出された議案は、町長から同意案１件、条例案１件、予算案２件、その他１件の計５議案と、議員から提出された発議２件、請願１件の計３議案を合わせた８議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では議案を一括上程し、町長提出議案に対しては提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、同意第２号及び議案第５５号の２議案については、本日審議・採決を行い、残りの議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　議員から提出された発議第５号については、提出者の趣旨説明を受け、質疑の後、委員会付託を行わず最終日に討論・採決を行うことにしたいと思います。
　また、発議第６号及び請願第２号については提出者の趣旨説明を受け、質疑の後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。

　ここで皆様にお願いしますが、本日、審議・採決を予定している議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑に合わせて行っていただきますよう協力をお願いいたします。

　１２月１０日、１１日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、１０日に一般質問が全部終了すれば１１日は休会とします。
　１２月１３日を文教・厚生常任委員会、１２月１４日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。

　１２月１７日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。
　ただいま報告しました議会の運営事項につきましては、議会運営委員会で協議し、決定を受けておりますので、御報告をいたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席をいただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第４同意第２号、日程第５議案第５４号、日程第６議案第５５号、日程第７議案第５６号、日程第８議案第５７号、以上５件を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。町長。
○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。

　それでは、提案理由の説明を申し上げます。
　本日、ここに平成２２年第４回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに極めて御多用の中、御参集をいただき深く感謝申し上げます。
　提案理由を申し上げます前に一言、議員各位にこの場を借りましてお礼を申し上げたいと存じます。各位には、本定例会をもちまして今期４年の任期を全うされるということになります。合併後５年を迎えました上毛町の発展は、まさに議員各位の特段の御尽力のたまものであります。ここに深甚なる敬意を表し御礼を申し上げます。
　また、私事でありますが、格別の御支援・御協力をいただきました。このことにつきましても、あわせて御礼を申し上げます。この後は健康に十分御留意いただき、さらなる御活躍をなされますよう衷心より祈念申し上げまして、お礼の御あいさつとさせていただきます。本当にありがとうございました。
　さて、我が国でありますが、政権交代後１５カ月、政府の今日までの内政、外交等の経緯、現状につきましては、議員各位御案内のとおりでございますので、論ずることを差し控えさせていただきますが、厳しい財政状況の中にある地方自治体にとりましては、危惧された本年度補正予算が十分ではありませんけれども、成立したことが唯一の安堵であったというふうに思っております。
　この上は、年度内執行に備えて市町村が期待する事業等の財政措置の詳細を可能な限り速やかに明らかにするために、早急な、具体的内容の提示をお願い申し上げたいと思っておるところであります。
　では、これより提案理由の御説明を申し上げます。
　今議会に提案しております案件は、人事案件、条例案件、契約案件それぞれ１件、補正予算２件の計５案件であります。順次、御説明させていただきます。
　同意第２号　上毛町教育委員会委員の任命について。黒田静香氏の任期が平成２２年１２月１１日で満了することに伴い、引き続き豊富な経験と高い教育知見を有しております黒田氏を再任することについて、同意を求めるものであります。
　議案第５４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について。上毛町が収集する可燃ごみ指定袋について、単身の高齢者世帯等の利便性を配慮し、新たにミニサイズを加えるための条例改正であります。
　議案第５５号　工事請負契約の変更契約の締結について。現在改築中の築上東中学校屋内運動場本体工事に、渡り廊下の撤去・新設等の追加工事、内壁の材質変更工事等の必要が生じたため、契約変更を締結することについて議会の議決をお願いするものであります。
　議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算(第４号)でありますが、今回の補正額は３億５,６１４万９,０００円を追加し、歳入歳出予算総額５１億３１８万３,０００円であります。歳出の主なものは、総務費で豊前ライオンズクラブからの寄附金を充当し、庁舎玄関横にバス待合室を設置し、民生費で介護予防事業を初めとすする前年度の各種事業の精算に伴う返還金、自立支援医療給付費等の該当者が増加したことによる予算不足及び私立保育所――ぽっぽ保育園でありますけれども、改築工事費の基準額増加に伴う補助金の追加予算措置が主なものであります。衛生費では、季節性と新型が一本化したインフルエンザワクチンによる予防接種が実施されることに伴い、設置者の増加が見込まれますので予算の組みかえを行います。

　農林水産事業費では、福岡県ふるさと雇用再生特別基金事業の特産品開発事業で機材購入のための経費と、地積調査事業で測量データの再計算を行うための予算の組みかえ。
　商工費では、定住自立圏における広域観光マップの共同作成に伴う経費を計上いたしております。土木費につきましては、東九州自動車道スマートインターチェンジ設置に向けての各種調査の委託料を計上し、また有田上地区農道舗装工事を補助事業として前倒しして行うことといたしております。さらに、ナルミ橋補修工事等工事費を予算の組みかえにより増額いたしました。

　教育費では、築上東中学校屋内運動場竣工式にかかわる必要経費、及び完成後施設の使用に支障のないよう、机・いす・ベンチ・ロッカー等必要な備品等を購入するための予算を計上いたしております。
　公債費につきましては、今回民間への譲渡が決まりました町立３医療・福祉施設のうち、たいへい苑にかかわる地方債元金の繰り上げ償還に要する費用と、諸支出金では、保留財源の前年度繰越金を地方債返還金の将来に向けての財源とするため、減債基金に積み立てをいたすものであります。
　補正予算の財源として、特定財源では国・県の障害者医療費負担金及び保育所等整備事業補助金等で１,５２２万５,０００円、一般財源として普通交付税等で９,５５８万９,０００円、繰越金２億４,５３３万５,０００円を充当いたしております。
　議案第５７号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算(第３号)でありますが、補正予算総額５２万５,０００円を追加し、歳入歳出予算総額９億３,８８６万１,０００円となります。国保の電算システムを全国標準システムに移行するための追加改修費用を計上し、財源は繰越金であります。
　以上、概略を御説明いたしましたが、いずれも重要な案件でございますので、御同意、御可決を、慎重な御審議の上決定していただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
○議長（村上正弘君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議・採決する予定の議案に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただきますように協力をお願いいたします。
　それでは、提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）減債基金に積み立てた問題ですが、保留財源を現在基金に積み立てという説明がありました。２億５,０００万円充てていますが、今、繰り上げ償還可能な金額は幾らなのか。平成２１年度減債基金残高は幾らなのかをお尋ねします。

　それから、たいへい苑の地方債の繰り上げ償還ですが、ここで働く人たちの身分はどうなるのか。それから、賃金、一時金の削減がやられているのではないかと思うのですが、どのくらいの削減がされているのかお尋ねします。
　それから、スマートインターの問題ですが、これは将来、大平楽、さわやか市は民営化をするという考えのもとでやられているのかどうかお尋ねします。
　以上３点、お伺いいたします。
○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）質問が多かったので、再度ちょっと確認をしたいと思いますが、現在、こちらで把握しているのは減債基金の残高でございますが、１２億４,９００万円でございます。
　それから２１年度の……。もう一回、済みませんが、御質問の項目ごとにお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。
○議長（村上正弘君）今、答えて。

○総務課長（矢野洋一君）繰り上げ償還の今後期待できる、どれくらいまだできるかという御質問でございますが、現在、今年度ということで、将来的にはちょっと私どももいろんな部分で確認しないと、その部分についてはお答えできません。
○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）たいへい苑の関係の質問ということですが、施設の職員の身分と賃金についての御質問でしたが、基本的に職員の身分それから給与関係につきましては新たな法人の給与規定、それから考えに基づいて人員配置がなされるものと思っております。

　基本的には、給与については現給保障ということで約束がなされております。
○議長（村上正弘君）企画課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）大平楽の民営化の件でございますが、行政改革大綱の中で、指定管理ということで今指定管理者を平成２０年から平成２５年までしております。それ以降については今、検討中でございます。

○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）繰り上げ償還可能な金額ですが、今年度はわかるということですが、今年度の数字ですね。それから将来的に１２億４,９００万円必要なのかどうか、これは大体わかると思いますが、大まかなところでいいですから答えてください。
　それからたいへい苑、３施設で働く人たちの身分の問題ですが、新たな法人の規定でやるということですから、新たな法人の規定がどうなっているのかわからないので、その点をお尋ねしているわけです。一時金、賃金については現給保障ということですから、どのくらいの現給をやられているのかです。その点をお尋ねしています。
○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）いろいろ公共施設がございますが、繰り上げ償還すべてが全部可能かどうかということは、それぞれ事案によって異なってきます。今回の場合は、こういった行政改革の趣旨にのっとってやるということで、繰り上げ償還が認められたということでございます。
　１２億あると言いましても、それをすべて繰り上げ償還ということではなくて、将来に向けての負担──今年度、それから来年度が償還のピークになります。後、借り入れがなければ順次減ってまいるような計画でございますが、今年度負担としてはかなりございますので、そういった部分に備えての減債基金の積み立てということで御認識を願いたいと思います。
○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）たいへい苑職員の給与、一時金の関係ですけれども、給与については現給保障ということでございますので、一時金については新しい法人の給与規定に基づいて算定がなされるということでございます。給与については現給保障ということです。

　それで、職員個々の給与の状況はどうなるかという部分については、これは社会福祉協議会の職員の給与の内容でございますので、私のほうで細かには把握しておりませんが、基本的には社会福祉協議会と新たな法人間でその辺の調整がなされて給与の支給がなされるということです。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）もう３回目ですからね。繰り上げ償還ですが、今年度というか近い将来、この償還のピークが来るということですが、これは３年ぐらい後だと思いますが、そのころにピークが来ると思いますけど、そのときまでに可能な金額ですね。何回か過去に繰り上げ償還していますから、もうほとんど現段階ではないのではないかなと思いますが、その点、大まかな数字でいいですから答えてください。数字を知りたいわけです。
　それからたいへい苑などの３施設の民間譲渡の問題ですが、一時金について新しい法人のもとで算定するということですが、一時金の減額が４０％ぐらいやられているのではないかなと思うのですが、そういう数字は把握していませんか。
○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）ピークは、今年度ないし来年度がピークというふうに考えていただきたいと思いますし、いわゆる繰り上げ償還が今後どう見込めるかということは現在のところわかりません。
○議長（村上正弘君）どうぞ。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）新しい法人での支給率については、法人変更に伴いまして６割の支給というふうに聞いております。
○議長（村上正弘君）ほかにないですか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）これで提案理由に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第９、発議第５号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　中議員。

○７番（中　　宏君）発議第５号につきまして、提案理由の説明をさせていただきます。
　この件につきましては、来る２月６日の上毛町議会議員選挙の現定数が１４から１２になるということで、２名減になることに伴いまして、この条例の数を訂正するものでございまして、このことにつきましては皆さんも御了解の上でありますので、議会運営委員長として提案をさせていただきました。
　よろしく御理解のほどをお願いいたします。
○議長（村上正弘君）趣旨説明が終わりました。質疑を行いたいと思います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）お疲れさまでした。

　質疑なしと認め、中議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１０、発議第６号　「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　三田議員。

○４番（三田敏和君）発議第６号　「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書案でございます。
　一人暮らしの寡婦に対する医療費助成制度につきましては、福岡県医療費助成制度、県と市町村で２分の１ずつ負担をしているわけですが、平成２０年度から２カ年で段階的に廃止をされまして、本年９月に完全に制度が廃止されました。母子及び寡婦の家庭を取り巻く環境は、少子高齢化の進展とか地域社会の連携の希薄化等々により非常に低迷しておる状態であります。
　中でも一人暮らしの寡婦につきましては、低所得者が多く、国民健康保険料や介護保険料などわずかな年金で生計を立てている寡婦は大きな負担となっているのが現状であります。一人暮らしの寡婦の生活実態も、年々、年をとるにつれてみずからの健康も含めて不安が増大していることがアンケート結果でも出ております。そういう中において、県において一人暮らしの寡婦が安心して生活できますよう、一刻も早く医療費の助成制度を復活させていただきたいということで要望するものであります。
　趣旨を御理解いただきまして賛同していただきますようによろしくお願いいたします。
○議長（村上正弘君）三田議員の趣旨説明が終わりました。説明に対する質疑を行います。質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）お疲れさまでした。

　質疑なしと認め、三田議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１１、請願第２号　ＴＰＰ(環太平洋経済連携協定)交渉への不参加等を求める意見書の提出に関する請願を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　安元議員。

○５番（安元慶彦君）請願第２号の紹介議員として、趣旨説明を行います。
　菅総理は１０月１日の所信表明演説で、環太平洋経済連携協定交渉等の参加を検討しアジア太平洋自由貿易圏の構築を目指すと表明しました。それを受けて、１１月９日には包括的経済連携に関する基本方針を閣議決定し、いわゆるＴＰＰについて情報収集を進めるために関係国との協議を開始することにしています。
　このような動きに対して、農業者団体である福岡豊築農業組合長よりＴＰＰ交渉への不参加等を求める意見書の提出について請願が出されていますので、以下、請願書を朗読して説明とします。
　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書の提出に関する請願。
　請願理由。政府は１１月９日に包括的経済連携に関する基本方針を閣議決定し、ＴＰＰについて情報収集を進めるために関係国との協議を開始することとしました。
　ＴＰＰは、原則としてすべての物品について関税の撤廃を目指しており、仮にＴＰＰが締結されれば国内の農業生産が４.１兆円減少し、３４０万人に及ぶ地方における雇用が喪失されると試算されており、地域経済、社会、雇用が大打撃をこうむることは必至であります。我が国は食料の６０％を海外に頼っていますが、さらに食料自給率が低下することになれば、安全安心な食料の安定供給は脅かされ、国民に大きな不安を与えることとなります。

　またＴＰＰは、物品の貿易だけではなく、非関税障壁として、郵政見直し問題、金融、保険、医薬品、公共事業の入札、医師、弁護士、会計士、看護師、介護福祉士等の労働市場の開放等々を俎上に乗せ、さまざまな分野での包括的な交渉が行われることから、農林水産分野以外にも経済や生活にかかわる多様な分野について、基準や仕組みを根本的に変更するものであり、国の形が一変してしまう可能性があります。
　そのような判断を十分な国民的議論がないまま拙速に行うことは大きな問題であり、下記の請願事項に掲げたＴＰＰに対する対応をするよう、国への意見書を提出くださるよう請願いたします。
　請願事項でございますが、１、我が国及び本県の農業に対する壊滅的な打撃を与えるＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉については、断固として参加しないこと。
　２、ＴＰＰについては全品目での関税撤廃だけではなく、さまざまな分野での包括的な交渉が行われ、農林水産分野以外にも国民の経済や生活にかかる多様な分野について影響があることを国民に十分説明すること。
　３、多様な農業の共存を基本理念として、農業・農村の多面的機能の発揮や食料安全保障の確保など、食料自給率の向上、農業・農村の振興などを損なわないよう対応すること。以上が請願事項でございます。
　申すまでもございません。本村の基幹産業は農業でございます。農業振興と農家を守るためにも本請願を御理解いただき、意見書採択に御賛同いただきますよう強くお願いを申し上げるところでございます。以上でございます。
○議長（村上正弘君）安元議員の趣旨説明が終わりました。質疑を行います。質疑はありませんか。
　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）請願内容については、全くそのとおりだと思います。

　それでお尋ねするわけですが、農業に対する壊滅的な打撃を与えるということを言われていますが、紹介議員になられて、この点についてこの地域ではどのような影響を与えられていくのか。今、品目横断的経営安定対策を実施され、農家の収入がほとんどなくなったという状況のもとで、さらにどういう影響が与えられるのか。今の段階でどのように認識されておられるのかお尋ねします。
　それから、農林水産分野以外にも国民の経済や生活にかかわる多様な分野へ影響があるということを言われていますが、具体的に医療とか介護、そういうところの労働問題についてどのような影響があると認識されているのか。以上、２点お尋ねします。
○５番（安元慶彦君）農業関係はもう御案内のように、例えばアメリカとかオーストラリア、ああいった大規模農家を相手にして日本の農業が太刀打ちできるかという問題をまず第一に考えるわけですよね。
　ですから、日本のような農業条件の中で、そういった大国を相手にしての価格競争などは、到底及ぶところじゃございませんから、そういった面でも、これはわかりやすい一つの話ですけども、当然そういうものの関税を撤廃しますと、もう自由にどんどん入ってくるわけですから、完全に価格競争には勝てないと。そうしますと、どうしても日本の農業の生産というものはできるはずがないわけですから、そういった面でも農業がまさに崩壊すると私は思っております。
　それから、ほかのことでのといいますのは、やっぱりこれはもうあらゆる面に開放するというわけですから、外国から労働者等の関係も出てきますし、そうしますと例えばアジア等での賃金の格差。資料によりますと、日本との相当な格差があると。ベトナムなんかは年収が何十万クラスのところの国あたりがあるわけですね。それから中国にしても、まだまだ相当そういうものが低いと。そういうところの労働人口がどんどん日本に来たときにどうなるかと。これはもうとてもじゃないが、日本人の今の賃金ベースの中では太刀打ちできないと。そういうことの中で、いろんな分野でまだまだ詳しいことがあると思うんですけども、そういうことでこのＴＰＰについては、ここにも書いてありますように、まさに日本の形を変えるということになるだろうと思って非常な危機感があるわけですね。そういうことです。
○議長（村上正弘君）いいですか。ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）お疲れさまでした。
○５番（安元慶彦君）じゃあ、よろしくお願いします。
○議長（村上正弘君）これで、安元議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから、本日審議・採決を行う議案の上程を行います。
　日程第４、同意第２号　上毛町教育委員会委員の任命についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは、同意第２号を朗読によりまして説明にかえさせていただきます。

　上毛町教育委員会委員の任命について。上毛町教育委員会委員に次の者を任命することについて、議会の同意を求める。平成２２年１２月７日提出。上毛町長、鶴田忠良。氏名、黒田静香。生年月日、昭和２１年５月２８日生まれ。住所、上毛町大字垂水４７３番地。
　理由といたしまして、上毛町教育委員会委員として任命することについて、地方教育行政、組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるというもので、任期４年を終えて再任ということで今回、お願いするものでございます。どうぞよろしく御審議のほどお願いいたします。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。質疑を行います。

　茂呂議員。
○９番（茂呂孝志君）以前、教育委員の任命については、氏名は採決の当日、議会に出して採決をしていました。今回は事前に知らせていますけれど、これが私は本来の姿だと思いますが、なぜ以前は採決の当日に氏名を公表し、今回は事前に公表したのか、その違いについてお考えをお伺いいたします。

○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）その経緯はちょっと詳しくは存じてはおりませんが、今回の場合は再任ということでお願いをしているものでございます。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）これで質疑を終わります。
　これより討論を行います。討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、同意第２号　上毛町教育委員会委員の任命については原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、議案第５５号　工事請負契約の変更契約の締結についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）それでは議案第５５号　工事請負契約の変更契約の締結についてを御説明いたします。

　築上東中学校屋内運動場改築工事について、次のとおり工事請負契約の変更を締結する。平成２２年１２月７日提出。上毛町長、鶴田忠良。
　契約の目的、築上東中学校屋内運動場等改築工事。契約金額、変更前６億７,５１５万円。変更後７億１,０１３万７５０円。今回変更による増額３,４９８万７５０円。契約の相手方、福岡市中央区大名２丁目４番３０号、株式会社大本組九州支店支店長、野涯卓也。履行期限、平成２３年２月１５日。
　理由といたしまして、築上東中学校屋内運動場等改築工事を実施した結果、設計の一部を変更して実施する必要が生じたため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。
　次、めくっていただきまして１ページと２ページ、３ページと資料がついてございます。変更の大まかな概要でございます。１ページが変更前、２ページが変更後となりますが、体育館アリーナ部分の壁面素材が当初設計では、この規模の体育館では一般的に使用されております繊維入りの石こう板となっております部分を、特にこの体育館、住民の皆様に目にしていただく機会も多いということを考慮いたしまして、まさ目調のファイアレスウッドというものに変更する部分で、増額が約１,７００万円余り。
　それから、９月議会の全員協議会でも御説明いたしました追加の工事として、校舎の渡り廊下の解体及び新設が約５００万円。受変電設備の体育館建設に伴う容量増の工事約４００万円が主なものでございます。特に、壁面の素材につきましては、この規模は建築基準法における耐火基準に一定以上の義務づけがございます関係で、素材の内部に火断性ガラス繊維を練りこんだ構造となっておるために、金額が若干高めになっておるということでございます。よろしくお願いいたします。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）外壁の問題ですが、繊維混入石こう板からまさ目調にしたということですが、普通こういうことはわかるんではないかなと思うんですよ。変更するという提案ですから、なぜこれをしなくてはならなかったのか。見かけがよくなるということはわかりますが、それ以外に十分な説明をお願いいたします。
　それから、変更はだれの指示なのか。これをお尋ねします。
　それからファイアレスウッド、これは防火壁だと思いますが、このくらいの工事になると防火法に基づいていろんなことをしなくてはならないと思うんですが、当初計画に入っていたとは思うんですが、なぜこれも変更なのか。また、だれの指示なのかお尋ねします。

　追加工事で、校舎との渡り廊下の工事ですが、これも当初から入れることができたと思うんですよね。これを解体し新しくつくるということは分かっていたと思うんですが、なぜこれを追加工事で行ったのか。
　それから、受変電設備についても、私の記憶では東中学校の校舎の耐震工事のときにも、たしかこういう電気関係の設備を何かしたと思うんですが、新吉時代から、過去にこのタスク設計業者がこういう変更を多々やっているのではないかなと思うんですが、その点についてお尋ねします。
　それから、この工事を変更しなければならないとわかった時期はいつなのか、お尋ねします。
　それから、工事の手直しなんですが、議会もこの前視察に行きました。それで、これまでにあった手直しの工事はどのような工事があって、手直しは何カ所ぐらいあったのかお尋ねします。

　それから、工事変更による増額分約３,４９８万円ですが、設計コンサルタントには幾ら支払うのか。それと、この変更工事に伴う契約保証金、当時たしか契約保証金が１０分の１以上、瑕疵担保責任存続期間が３年だったと思いますが、これは変更があるのかどうか。それから予定価格の何％なのか、お尋ねいたします。
○議長（村上正弘君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）一度にたくさんいただきましたので、答え切れなければまた御教授いただければと思います。

　まず、なぜ最初から入っていないのかという部分でございますが、一般的にこういった体育館の場合は、当初設計の材質が使われており、その上に塗装をかけてやっておると。ただ、今回の体育館につきましては住民の皆様等の利用も考慮した場合、木質のやわらかいイメージが必要であろうと考えまして、木質系のもので耐火基準をクリアするものがないかという形の中で、今回御提示しておるものでございます。
　だれがという部分は当然、町長を含めた町の執行部のほうで御決定をいただいているというところでございます。

　それから追加の工事、渡り廊下、それから受変電設備の部分でございますが、当初、入札をしておりますのは本体工事のみで、これらにつきましては９月の議会の全協でも御説明いたしましたとおり、体育館の財源については確立されておりましたが、他の部分につきましてはさまざまな記載対象の部分の財源の形がはっきりしておりませんでした。今般それらが明快になったもので、今回変更として上げさせていただいております。
　それから、建築基準法ですが、今回、耐火基準が体育館で床面積２,０００平米以上のものについては耐火壁ということで、これは建築基準法の２７条でございます。防火区画として施工令１１２条の３項で、防火壁もしくは特定防火設備で区画ということで、耐火性能の基準につきましては壁は１時間という形になっております。これらがわかった時点ということでございますが、最終的にこういう形の変更を行う金額の決定をいただいておるのは１１月の中旬でございます。
　それから、契約保証金の追加ということでございますが、これは財務規則１１９条の２項で３０％を超えない範囲なので対象外となります。

　それから、瑕疵担保期限は、変更の契約ですので契約約款自体は当初契約が生きておりますので、３年という形になります。
　あと、何かございましたか。
○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）外壁の問題ですが、今説明をお聞きいたしまして、イメージの問題が強い。内側の模様をまさ目調にすることによって、やわらかいというかソフトなイメージを与えるということだと思いますが、そういうことであれば事前に十分検討されてもよかったのではないかなと思うんですが、そのために１,７００万円追加するということで、非常に検討がどうであったのかなという疑念も持つわけです。
　それから、工事変更しなければならないとわかった時期ですが、１１月中旬だという説明でありました。臨時議会が１１月２５日に行われまして、きょうの定例が１２月７日ですから１１日間あったわけですが、１１月２５日ごろできたわけだと思いますが、なぜ今回の提案となったのかお尋ねいたします。
○議長（村上正弘君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）今回の契約変更につきましては、まず私どものほうで契約変更の手順を踏んだ後に、業者と変更契約の仮契約を行います。仮契約を行った後に議会の上程をするということで、臨時議会には間に合わなかったということで御理解をいただきたいと思います。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありませんか。
　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第５５号は反対の立場から討論をいたします。
　工事の手直しについて私が指摘した点が幾つかありますけれど、この点については回答がないということで、やられていないということではないかと思います。それから瑕疵担保の特約期間による担保責任は３年ということで非常に短い。
　以上の理由をもちまして、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）はい、終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第５５号　工事請負契約の変更契約の締結については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから議案の委員会付託を行います。

　１２月３日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　運営資料３ページをごらんください。なお、付託議案の朗読に際しても、議案名朗読は省略します。
　議案第５６号（所管分）、請願第２号の２件は、総務、産業・建設常任委員会へ。
　議案第５４号、議案第５６号（所管分）、議案第５７号、発議第６号の４件は、文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託をいたしたいと思いますが、異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りします。

　運営資料の６ページ、委員会日程表をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定していただいた日程案のとおりに決定したいと思いますが、異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、常任委員会の開催日は運営資料、委員会日程表のとおり開催することに決しました。
　以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。

　本日はこれで散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１０時５２分

　　　平成２２年１２月７日
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